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験に好適な装置は Terminal Analog Cascade 型音声合成装置であると結論している口
第 3 章では，音響パラメータを用いた音声研究において，必須な条件である肉声に近い音声合成装







第 4 章では，母音は約 50ms，の継続時間があれば充分な明瞭度が得られるととを確かめ，乙の結果
をもとにして得られた FCF2 75% Contour という評価基準のもとで，母音の Identi自cation の立場か
ら，音源の基本周波数の概周期性の効果と音源の Zero の影響を論じ，音源の基本周波数の概周期性
はどの母音にも属しない領域を狭くする効果がある乙と，音源の Zero は FCF2 75% Contour にかな





第 5 章では，まず，諸程の条件のもとで音声の音響パラメータの弁531]できる程度を]ust Discriminable 











第 7 章では，音源としての気管外壁振動を Model 化して実験を行ない，次の事項を明らかにして
いる。
( 1 ) 音源パラメータの ]itter ば，昔源パラメータに若干差がある場合にも，ホノレマント周波数の
]DC を，差がない場合と同程度にする効果がある口
( 2 ) 音源パラメータの ]itter 幅および ]itter 周波数が， 母音のホルマント周波数の ]DC に及ぼ
す影響，および母音のホルマント周波数の ]DC と Difference Limen (DL と略称)との関係を調べた
結果によると，一度しか音声を聞かない実際の音声認識の場合には，音源パラメータの ]itter による
母音のホノレマント周波数の ]DC 改善の効果から推量すれば， ホルマント周波数の DL の改善はかな
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っとばく然と考えられていたが，それが誤りでないことを示す有力な資料を提供した口
さらに，音声認識装置を作る際には，音源パラメータを決定することができる装置とすることが必
要であること等を示し，このような装置の具体案を提案している。
このように，本論文は音響工学の発展に寄与すると乙ろ大きいので，本論文は博士論文として価値
あるものと認める。
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